
析出重合によるナノオーダーマグネタイトのカプセル化　

環境工学技術系　　　斎藤夏風　

1.緒音
析出重合による刺マ-と無機粉末との複合化はき撫機粉末粒子の凝爾改質やマイク日
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について検討した。

之.実験

実験方法

カプセル化を試みたマグネタ

イトは,平均粒径200nmの球

状粒子(戸田工業株式会社製,

TM-200)で,その諸物性を衆

1に,また,鳴子斯微鏡写兵を

図1に示すo用いた重合開始剤
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Fig. 1 TEM miciographs of magneti紐
は,過硫酸カリウム(KPS)と

アズビスく2・アミノジプロパン)二塩酸塩(V50)

であり,モノマ-汝スチレン(St)であるo

また,界面活性剤は,エマルゲン(EM),コ-

Table 1 Characteris馳S of

magnetite

タミン(CT),アセタミン(AC),ドデシル硫酸　平均粒径　　　　　乏OOnm

ナトリウム(SDS),ポリビニ-ルアルコ-ル(PVA,比表面積　　　　　8,4m急/g

重合度500)である。　　　　　　　　　　密　度　　　　4.89g/cm急

所定量の界面清作剤を溶解させた水相中に

Iwt%のマグネタイトを津加し,長時間僚押し,マグネタイトの寂油日ニ非IftitiW.剤在l姓J一[

させたoその後重合開始剤を添加し,水相を70oCに保ち,反応器内に幾索ガスを流し,驚

ノマ-であるStを定量送液ポンプにより滴下し重合を開始したo整合反応暗闇は昏時間

とし,モ}マ-添加速度は10ml/h5また,その添加量はl.O--G.Omlの範囲で変化させた

が,ここでは4.Omlを添加した条件のみ述べる.このような操作を主として,界脈打M:刺

の種類およびその添加量を変化させて実施したo

軍勢を襲

マイクロカプセル化は,遠心分離したサンプルの熱天秤による電豊変化の測淀,被覆榊
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脂の索 - ボ ン巌a) 測緩き 織 ･ 液分散系による親水 ･ 疎永性評億 , S E M ･ T E M による観察

噂によ粉評俄したo

a . 榛東およぴ考解

義 望 に, (警習A , S B S) iK P S 系におけるカプセ ル稚魚件と評衡結果を示すo 被覆樹脂層

の摩重か削まき
い ずれもカプセル化された結果とな っ ている o 韓に

,
P V A を使用 した場合

には樹鍋周が浮くなっ ておりき また, 観愈体娃親水性が強くなっ て い ることが分か っ たB

しか しながらき 凱 が津加容れるに つれて樹勝磯原容は減少して いる ｡
- れ S D S 家僕用

した壕釧こは, 比概略樹脂周厚 別 か - 壌 となり; 疎水性が強くな っ て い る｡ 駁 2 に
,

マイ

クロ索プ屯 ル化襖の
'

m M 琴蒸教示すo
マイク ロ カブ恕ル化処理に より,

マ グネタイト義

聯は多少【那らの 換る樹鵜層で破線されて いる ことが分か っ たo

( E 軌 e T , A e ) i ( E P S , V 6 0) 素による マイ ク ロカブセ)i/ 化の 結果は必ずしも系統

的で蔓ま削 ＼が き 細 M , E P S , 凱) の魚秤によわマイ クロカブセ)i, 化が示唆されたo

T a b 幅 2 P r 轡 a r atio n c o nく拙o n s a n d c h a r a c b ris 触S of m ic r o c a p s u 始s

来賂

隻

l 次 望喪 3 次

① ⑳･ ③ ㊨ ⑤ 魯 ⑦ 魯 ㊨

免

件

幣ノ 叫 棚比T
A 1 1 盟 i 8 A

1 1 1 1 I 1 1

廟醜嘘 岳i5
p
s PVA S DS

妻藤 融 鯛 25
‾‾■‾‾p■‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾

高藤緬榔臆

(r n n o嘩
10 0 .1 w t繋 2

開始榔秘嘘

( m n o嘩
1 2

温度 伯 70 75

由転数(rp zn) 2 00 3 00 2(氾

棉

性

水/トル エ ン

棚軒
管 CXy) 聯 珊 管 W 珊 珊 弓q

W)

衰- ボン濃(*t%) 0 .Ol 0 .8 6 .
5 6

.
3 0 .18 0 .1 4 1 .4 I ,9 i .8 0 .4丑

繊勝頼厚さ鮒搬 (A) O 1 7 l戯 ll l 3 3 3望 42 40 9

･
w : 永相で分散 (親水峨 ,

0 : トル エ ン相で分散 (親油性) , αW : 大

部分はトル エ ン相であるが
一

部永相で分散
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Fig . 2 T E M mi c r o g r ap h s o f c ap s u l at e d m a g B etit e

〔(a): - a g n etit e
, 仲): ⑥(T abl e 1),( c):

′

⑦(T abl e 1)〕
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